
4647  市議会だより/09.11

◎
広
島
県
　
廿
日
市
市

廿
日
市
市
地
域
福
祉
計
画
（
地

域
福
祉
活
動
計
画
）
の
策
定

○
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の

　
し
く
み
づ
く
り
に
つ
い
て

　

福
祉
活
動
を
推
進
す
る
体

制
を
つ
く
り
、
市
民
円
卓
会
議

に
お
け
る
対
話
を
継
続
的
に
開

催
。
市
民
円
卓
会
議
は
、
市
民

セ
ン
タ
ー(

公
民
館
）
単
位
の

「
小
さ
な
円
卓
会
議
」、
支
所

単
位
の
「
中
く
ら
い
の
円
卓
会

議
」、
全
市
域
単
位
の
「
大
き

な
円
卓
会
議
」
を
目
的
に
応
じ

て
開
催
、
連
携
し
運
営
。

○
市
役
所
に
お
け
る
体
制

　
づ
く
り
に
つ
い
て

　

行
政
機
能
の
充
実
、
計
画

を
継
続
的
に
進
行
管
理
す
る
体

制
の
整
備
を
21
年
度
推
進
。
新

た
な
市
役
所
の
体
制
と
し
て
整

備
。
自
治
担
当
部
局
、
福
祉

保
健
担
当
部
局
、
支
所
、
社
会

◎
山
口
県
　
光
市

　

旧
光
市
の
市
制
50
周
年
事

業
の
一
つ
「
お
っ
ぱ
い
都
市
宣

言
」。
平
成
６
年
３
月
に
第
１

回
「
お
っ
ぱ
い
ま
つ
り
」
を
実

施
し
、
ま
つ
り
の
中
で
「
お
っ

ぱ
い
憲
章
」
を
制
定
。
そ
の
後
、

医
師
会
や
女
性
団
体
な
ど
か
ら

平
成
６
年
12
月
に
「
お
っ
ぱ
い

都
市
宣
言
」
の
陳
情
が
あ
る
。

　

名
称
に
つ
い
て
セ
ク
ハ
ラ
に

つ
な
が
る
な
ど
の
意
見
も
あ
り

継
続
審
査
と
な
っ
た
が
、
平
成

７
年
３
月
定
例
会
に
議
員
提
出

の
全
会
一
致
で
「
お
っ
ぱ
い
都

市
宣
言
」
を
決
議
。

　

平
成
16
年
の
合
併
に
よ
り

決
議
は
失
効
し
た
が
、
新
光
市

の
女
性
議
員
３
名
で
新
し
い
都

市
宣
言
と
し
て
、
合
併
２
年
目

の
平
成
17
年
６
月
定
例
会
に

議
員
提
出
、
全
会
一
致
で
決
議
。

○
お
っ
ぱ
い
都
市
推
進
プ
ラ
ン

　
に
つ
い
て

　

市
内
に
は
産
科
２
カ
所
・
小

児
科
が
７
カ
所
と
多
く
あ
り
、

母
乳
育
児
率
は
全
国
30
％
だ
が

光
市
は
75
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
お
っ
ぱ
い
ま
つ
り
」
は
子
育

て
イ
ベ
ン
ト
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
中
心
に
行
わ
れ
、
遊
び
・

体
験
な
ど
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い

を
楽
し
ん
で
い
る
。
今
年
で
22

回
目
の
開
催
と
な
り
、
老
若
男

女
問
わ
ず
毎
年
２
０
０
０
人
程

の
参
加
が
あ
る
。

　

少
子
化
の
進
行
の
懸
念
、
核

家
族
化
や
共
働
き
世
帯
の
増

加
、
地
域
や
家
庭
に
お
け
る
教

育
力
が
低
下
す
る
な
ど
、
子

育
て
に
対
す
る
不
安
感
が
増
大

し
て
い
る
中
、
他
に
例
の
な
い

「
お
っ
ぱ
い
都
市
宣
言
」
の
ま
ち

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

や
充
実
し
た
子
育
て
環
境
を
背

景
に
子
育
て
世
代
が
暮
ら
し
た

い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
お
っ
ぱ
い
都
市

基
本
構
想
」
を
策
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、

地
域
や
企
業
な
ど
社
会
全
体
で

子
育
て
を
応
援
、
支
援
し
て
い

る
。

　
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は

ん
運
動
」「
パ
パ
の
子
育
て
ノ
ー

ト
」「
パ
パ
出
番
で
す
よ
」
な

ど
の
事
業
に
も
取
組
ま
れ
、「
現

在
の
お
父
さ
ん
像
」
に
向
け
て

の
発
信
、
表
現
に
は
引
き
つ
け

ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
お
父
さ

ん
と
一
緒
に
子
育
て
を
し
よ
う

と
い
う
取
組
み
は
、
す
ご
く
大

切
な
こ
と
だ
と
感
じ
ら
れ
た
。

　
　

◎
山
口
県
　
柳
井
市

○
い
き
い
き
笑
顔
す
こ
や
か

　
生
活
か
な
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

地
域
が
元
気
で
あ
る
た
め
に

は
そ
こ
に
住
む
人
が
健
康
な
地

域
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
民
一
人
一
人
が
年
齢
、
性
別
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
な
ど
に
応
じ

て
主
体
的
か
つ
自
由
に
参
加
で

き
る
仕
組
み
作
り
を
目
指
し
、

長
期
的
に
医
療
に
か
か
る
コ
ス

ト
低
減
も
視
野
に
入
れ
10
年
間

と
い
う
息
の
長
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

　

平
成
18
・
19
年
度
の
国
保

と
健
康
増
進
と
の
連
携
事
業
。

前
年
度
の
健
康
診
断
の
要
指

導
者
の
中
か
ら
参
加
者
を
募

集
、
生
活
習
慣
病
対
策
を
目
的

と
し
て
実
施
。

　

参
加
者
の
意
識
変
化
が
み

ら
れ
、
食
事
・
体
を
動
か
す
・

記
録
な
ど
何
ら
か
の
行
動
変
化

が
あ
り
95
％
の
方
が
終
了
後
も

維
持
し
て
い
る
。

　

園
芸
療
法
に
も
取
り
組
ま

れ
、
園
芸
セ
ラ
ピ
ー
と
し
て
心

の
健
康
に
着
目
。
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
に
よ
り
肉
体
的
・
精
神
的
に

安
ら
ぎ
、
花
作
り
と
い
う
形
で

活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

　

社
会
文
教
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
議
案
は
、
平
成

20
年
度
一
般
会
計
決
算
の
関

係
部
分
及
び
特
別
会
計
決
算

６
件
、
平
成
21
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
案
の
関
係
部
分

及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
案

社
会
文
教
委
員
会      

  

社
会
文
教
委
員
長 

坂
原
シ
モ

 

平
成
21
年
７
月
1
日
～
3
日

  　
山
口
県  

光
市

  　
山
口
県  

柳
井
市

     

広
島
県  

廿
日
市
市　

管
外
視
察
報
告

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

陳
情
第
９
号
「
消
雪
パ
イ

プ
の
設
置
を
求
め
る
陳
情
」

に
つ
い
て
は
、
陳
情
の
趣
旨

は
理
解
で
き
る
が
、
市
内
の

現
状
を
見
る
と
、
冬
期
間
の

除
雪
な
ど
市
民
生
活
に
不
自

由
を
来
す
場
所
が
多
数
見
受

け
ら
れ
、
公
平
性
観
点
か
ら
、

今
回
陳
情
に
上
が
っ
た
件
に

限
ら
ず
市
内
の
現
状
を
把
握

し
、
長
期
展
望
に
立
ち
、
全

体
の
中
で
検
討
さ
れ
る
べ
き

と
考
え
、
継
続
審
査
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

陳
情
審
査

陳
情
第
９
号

消
雪
パ
イ
プ
の
設
置
を
求
め
る

陳
情

新
町
区
長　
　

坂
東　

博
志

　
　
　
　
　
《
継
続
審
査
》

陳
情
第
10
号

家
族
従
業
者
・
女
性
の
人
権

保
障
の
た
め
「
所
得
税
法
56

条
の
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
」
採
択
を
求
め
る
陳
情

須
坂
・
北
信
濃
民
主
商
工
会

飯
山
支
部
長　

荻
原　

洋
平

　
　
　
　
　
《
不
採
択
》

陳
情
第
11
号

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
定
期

予
防
接
種
化
等
を
求
め
る
陳
情

陳
情
第
12
号

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
へ
の
公

費
助
成
等
に
関
す
る
陳
情

長
野
県
保
険
医
協
会

　

会
長　
　
　

鈴
木　

信
光

　
　
　
　
　
《
採　

択
》

６
件
、
条
例
案
１
件
、
事
件

案
２
件
の
合
計
20
議
案
で
し

た
。

　

審
査
結
果
は
、
平
成
20
年

度
飯
山
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
関
係
部
分
に
つ
い

て
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他

の
議
案
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
全
員
一

致
で
認
定
ま
た
は
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

陳
情
第
11
号
『
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
の
早
期
定
期
予
防
接
種

化
等
を
求
め
る
陳
情
』
及
び
、

陳
情
第
12
号
「
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
へ
の
公
費
助
成
等
に

関
す
る
陳
情
」
に
つ
い
て
は

全
員
一
致
で
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
陳
情
第
12
号
「
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
へ
の
公
費

助
成
等
に
関
す
る
陳
情
」
の

陳
情
項
目
に
は
、
飯
山
市
と

し
て
の
対
応
も
あ
げ
ら
れ
て

お
り
、
今
後
、
高
齢
者
へ
の

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
対

し
て
の
費
用
助
成
に
つ
い
て
、

市
民
の
健
康
福
祉
の
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
に
市
と
し
て

検
討
さ
れ
る
よ
う
意
見
を
申

し
添
え
ま
し
た
。

福
祉
協
議
会
な
ど
が
横
断
的
に

つ
な
が
り
、
地
域
に
関
わ
っ
て

い
く
こ
と
に
よ
り
地
域
福
祉
活

動
が
加
速
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
。

　

市
役
所
に
お
い
て
も
、
分
野

を
横
に
つ
な
い
で
い
く
体
制
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
視
察
を
し
て
、
飯
山
市

の
各
部
署
で
行
っ
て
い
る
事
業

の
整
理
、
連
携
が
と
れ
て
い
な

い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
家
庭
の
教
育

力
を
高
め
、
子
ど
も
の
し
つ
け

や
食
育
も
考
え
て
、
行
政
が
一

体
と
な
る
よ
う
縦
割
り
で
は
な

く
横
に
つ
な
が
っ
て
連
携
を
し
、

「
子
育
て
支
援
」
と
い
う
目
標

に
向
か
い
、
市
民
の
理
解
し
や

す
い
事
業
を
作
り
上
げ
て
い
く

よ
う
市
に
提
案
し
た
い
。

社
会
文
教
委
員
会

光市役所にて

柳井市役所にて

廿日市市役所にて

人
事
案

議
案
第
１
１
０
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

関
す
る
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

（
教
育
委
員
会
委
員
の
小
山
元
彦       

 

氏
が
任
期
満
了
に
よ
り
退
任)

《
同
意
議
決
》

　
教
育
委
員
会
委
員

　
　
田
中
　
妙
子
　（
秋
津
）

　
　
　
　
　
　

議
案
第
１
１
１
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
関
す
る
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会 

 

委
員
の
服
部
質
氏
が
任
期
満 

 

了
に
よ
り
退
任
）

《
同
意
議
決
》

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　
山
本
　
寛
　
　（
岡
山
）

　
　
　
　
　
　


